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(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

   23年３月期の期末配当につきましては未定です。 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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四半期報告書提出予定日 平成22年８月10日 配当支払開始予定日 －

(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 49,704 17.3 1,509 － 1,629 － 2,060 474.2
22年３月期第１四半期 42,385 △25.4 △30 － △129 － 358 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 19. 30 －
22年３月期第１四半期 3. 36 －

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 141,609 28,958 20.4 270. 74
22年３月期 162,893 27,936 17.1 261. 35

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 28,901百万円 22年３月期 27,899百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 － 0. 00 － 6. 00 6. 00

23年３月期 －

23年３月期(予想) 0. 00 － － －

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 116,000 15.1 600 △49.5 300 △68.8 △2,000 － △18. 74
通期 260,000 9.9 3,900 △26.2 3,000 △38.9 200 △89.5 1. 87

AN9467
画像



 

 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理

の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了してい

ます。 

  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在で入手可能な情報

に基づき作成したものであります。実際の業績等は、今後様々な要因により予想数値と異なる結果とな

る可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、【添付資料】３ページ「１．当四半期

の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

 （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

 （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 106,761,205株 22年３月期 106,761,205株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 11,356株 22年３月期 11,312株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 106,749,869株 22年３月期１Ｑ 106,750,158株
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１． 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出は緩やかに増加し、生産や個人消費は持ち直している等、景気は自

律的回復への基盤が整いつつあるものの、失業率が高水準にある等、依然として厳しい状況が続いてまいりました。 

建設業界におきましては、企業の設備投資は下げ止まりがみられますものの、依然として低水準であることに加え、公共投資は

国・地方の予算減少に伴い低調に推移し、住宅の新規着工戸数も引き続き低水準に留まる等、受注環境は厳しいものとなりまし

た。 

このような情勢下におきまして当社グループは、収益力の更なる強化と財務基盤の再構築を図るべく、本年３月に見直した中期

経営計画の施策に基づき、安定的な受注の確保に向け、注力顧客へのアプローチ強化や新規顧客開拓の積極化を推し進めてま

いりました他、間接コストの徹底的な削減に取り組んでまいりました。また、顧客から一層の信頼を獲得すべく、安全・品質管理の更

なる充実に努めてまいりました。 

当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は前年同四半期と比べ7,319百万円増の49,704百万円、営業利益は1,509百万

円（前年同四半期は30百万円の営業損失）、経常利益は1,629百万円（前年同四半期は129百万円の経常損失）を、それぞれ計上

いたしました。これに、貸倒引当金戻入額565百万円を特別利益に計上し、税金費用等を加味した結果、四半期純利益は前年同

四半期と比べ1,701百万円増の2,060百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第１四半期連結会計期間末の資産の部につきましては、前連結会計年度末と比較して、現金預金が3,277百万円、有価証

券が6,000百万円、未成工事支出金が2,139百万円それぞれ増加した一方、売上債権の回収が進み受取手形・完成工事未収

入金等が30,094百万円減少しました。この結果、総資産は、前連結会計年度末から21,283百万円減少し、141,609百万円となり

ました。 

負債の部につきましては、前連結会計年度末と比較して、支払手形・工事未払金等の仕入債務が9,220百万円、短期借入金

が8,999百万円、未成工事受入金が3,942百万円それぞれ減少したこと等により、負債合計は22,305百万円減少し、112,650百

万円となりました。 

純資産の部につきましては、配当を640百万円実施したことにより利益剰余金が減少し、株式相場の影響によりその他有価証

券評価差額金が440百万円減少した一方、四半期純利益を2,060百万円計上したこと等により、前連結会計年度末と比較して

1,022百万円増加し、28,958百万円となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、仕入債務の減少等があったものの、売上債権の減少等により、19,027百万

円の資金増加（前年同四半期は5,326百万円の資金増加）となりました。投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、投資

有価証券の売却による収入等があったものの、有形及び無形固定資産の取得による支出等により、12百万円の資金減少（前年

同四半期は101百万円の資金減少）となりました。財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、短期借入金の減少や配当

金の支払額等により9,705百万円の資金減少（前年同四半期は9,947百万円の資金減少）となりました。 

この結果、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より9,277百万円増加し、

22,803百万円（前年同四半期末残高は8,057百万円）となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月12日に公表しました業績予想から変更はありません。 

わが国経済の今後の見通しにつきましては、アジアを中心とした海外経済の改善や政策効果等を背景とした企業収益の改善が続

くなか、景気は自律的な回復へ向かうことが期待されますものの、欧州経済の下振れによる円高等の懸念や、国内におけるデフレ

の影響等、景気を下押しするリスクが存在し、先行きはなお予断を許さない状況が続くものと考えられます。 

建設業界におきましては、住宅着工戸数は関連政策の効果等もあり緩やかな持ち直しが見込まれますものの、公共投資は引き

続き低調に推移することが予想され、企業の設備投資回復にはなお時間を要するものと思われることから、受注環境は引き続き厳

しいものと予想されます。 

当社グループにおきましては、引き続き中期経営計画に基づき、注力顧客へのアプローチ強化や新規顧客開拓の積極化等を

進め、安定的な受注の確保を図る他、海外事業の育成・強化や環境・防災関連ニーズへの対応強化、間接コストの削減等の施策

を着実に推し進め、収益力を一層強化してまいります。また、保有資産の見直し等、財務基盤の再構築に取り組み、将来の収益基

盤の確立に向けて邁進していく所存でございます。 

 

２． その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当する事項はありません。 
                                                        

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当する事項はありません。 
                                                        

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用しております。 

これによる損益に与える影響は軽微であります。 
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３. 四半期連結財務諸表 
(１)四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 16,803 13,526

受取手形・完成工事未収入金等 56,360 86,455

有価証券 6,000 －

未成工事支出金 16,726 14,586

不動産事業支出金 2,204 2,209

販売用不動産 2,769 3,004

材料貯蔵品 88 84

繰延税金資産 2,883 3,002

その他 5,666 7,773

貸倒引当金 △1,031 △1,329

流動資産合計 108,470 129,312

固定資産   

有形固定資産 14,087 14,131

無形固定資産 344 351

投資その他の資産   

投資有価証券 13,558 14,182

長期貸付金 1,009 1,048

繰延税金資産 1,108 717

その他 3,506 3,756

貸倒引当金 △476 △608

投資その他の資産合計 18,707 19,097

固定資産合計 33,139 33,580

資産合計 141,609 162,893

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 75,076 84,296

短期借入金 93 9,092

未払法人税等 97 261

未成工事受入金 19,805 23,748

完成工事補償引当金 1,278 1,395

工事損失引当金 374 462

賞与引当金 1,985 1,231

預り金 6,902 5,936

その他 1,042 2,321

流動負債合計 106,656 128,747

固定負債   

長期借入金 4,586 4,633

退職給付引当金 856 1,195

その他 551 379

固定負債合計 5,994 6,209

負債合計 112,650 134,956
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 16,354 16,354

資本剰余金 3,893 3,893

利益剰余金 8,622 7,203

自己株式 △37 △37

株主資本合計 28,833 27,413

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 69 509

為替換算調整勘定 △1 △24

評価・換算差額等合計 68 485

少数株主持分 57 37

純資産合計 28,958 27,936

負債純資産合計 141,609 162,893
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(２)四半期連結損益計算書 
    (第１四半期連結累計期間) 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高   

完成工事高 41,956 48,670

不動産事業売上高 428 1,034

売上高合計 42,385 49,704

売上原価   

完成工事原価 39,314 44,812

不動産事業売上原価 273 629

売上原価合計 39,588 45,442

売上総利益   

完成工事総利益 2,641 3,857

不動産事業総利益 155 404

売上総利益合計 2,796 4,262

販売費及び一般管理費 2,826 2,752

営業利益又は営業損失（△） △30 1,509

営業外収益   

受取利息 3 4

受取配当金 68 223

持分法による投資利益 1 0

その他 23 19

営業外収益合計 97 247

営業外費用   

支払利息 70 36

コミットメントフィー － 30

訴訟関連費用 46 －

その他 79 60

営業外費用合計 196 128

経常利益又は経常損失（△） △129 1,629

特別利益   

貸倒引当金戻入額 507 565

特別利益合計 507 565

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 48

特別損失合計 － 48

税金等調整前四半期純利益 377 2,146

法人税、住民税及び事業税 40 38

法人税等調整額 △21 27

法人税等合計 19 65

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,080

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 19

四半期純利益 358 2,060

東急建設㈱ （1720） 平成23年３月期　第１四半期決算短信

6



(３)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 377 2,146

減価償却費 111 106

退職給付引当金の増減額（△は減少） △390 △339

受取利息及び受取配当金 △71 △227

支払利息 70 36

持分法による投資損益（△は益） △1 △0

売上債権の増減額（△は増加） 20,138 30,094

未成工事支出金の増減額（△は増加） △3,828 △2,139

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,535 236

未収入金の増減額（△は増加） 251 219

立替金の増減額（△は増加） 629 1,594

破産更生債権等の増減額（△は増加） 1,193 245

仕入債務の増減額（△は減少） △11,378 △9,220

未払金の増減額（△は減少） △1,073 △1,410

未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,156 △3,942

預り金の増減額（△は減少） △1,161 965

その他 10 772

小計 5,499 19,138

利息及び配当金の受取額 81 96

利息の支払額 △81 △43

法人税等の支払額 △172 △164

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,326 19,027

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △92 △56

投資有価証券の取得による支出 △9 △9

投資有価証券の売却による収入 － 51

その他 0 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △101 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △9,900 △9,000

長期借入金の返済による支出 △36 △45

配当金の支払額 － △640

その他 △10 △19

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,947 △9,705

現金及び現金同等物に係る換算差額 △24 △31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,748 9,277

現金及び現金同等物の期首残高 12,805 13,526

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,057 22,803
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当する事項はありません。  
 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当する事項はありません。  

 

 

４． （参考）個別業績の概況 

四半期個別受注の概況（建設事業） 

（１）個別受注実績 

 受注高 

 百万円 ％ 

平成 23 年３月期第１四半期累計期間 34,775 38.1 

平成 22 年３月期第１四半期累計期間 25,185 △33.7 

（注）％表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 

 

（参考）受注実績内訳                                                          (単位：百万円) 

区 分 
平成 22 年３月期 

第１四半期累計期間 

平成 23 年３月期 

第１四半期累計期間 
比較増減 増減率 

建 
 

築 

国 内 官 公 庁         4（  0.0％）      10,599（ 30.5％） 10,594 －％

国 内 民 間 16,238（ 64.5％） 16,528（ 47.5％） 289 1.8 

海    外  109（  0.4％）  3,282（  9.4％） 3,172 － 

計 16,352（ 64.9％） 30,409（ 87.4％） 14,057 86.0 

土 
 

木 

国 内 官 公 庁      3,029（ 12.0％）      1,003（  2.9％） △2,025 △66.9 

国 内 民 間 5,994（ 23.8％） 4,314（ 12.4％） △1,680 △28.0 

海    外 ※△190（△0.7％） ※△951（△2.7％） △760 － 

計 8,833（ 35.1％） 4,366（ 12.6％） △4,466 △50.6 

合 
 

計 

国 内 官 公 庁 3,033（ 12.0％） 11,602（ 33.4％） 8,568    282.4 

国 内 民 間 22,233（ 88.3％） 20,842（ 59.9％） △1,391 △6.3 

海    外 ※△81（△0.3％） 2,330（  6.7％） 2,412 －  

計 25,185（ 100.0％） 34,775（ 100.0％） 9,590 38.1 

（注） １ （ ）内の％表示は、構成比率を示しております。 

    ２ ※が△（マイナス）となっているのは、前期以前の契約について変更があったことによるものであります。 

 

（２）個別受注予想 

 第２四半期累計期間 通期 

 百万円 ％ 百万円 ％ 

平成 23 年３月期予想 90,000 △1.4 210,000 △2.0 

平成 22 年３月期実績 91,294 △34.4 214,282 △22.6 

（注）％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率を示しております。 

 

[個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報等]  

個別受注実績につきましては、前年同四半期に比べて、建築工事が86.0％増、土木工事が50.6％減、全体としては38.1％

増の34,775百万円となりました。 

通期の個別受注予想につきましては、平成22年5月12日に公表いたしました予想数値から変更はありません。 
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